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「期間指定変化率検索と相場欄を使う」
JP法研究会 富士栄

絞り込み検索「９．期間指定変化率」では、上昇した銘柄、下降した銘柄、ボックス圏
にある銘柄をスクリーニングする事が出来ます。

例えば、下記の設定だと、「１０日前の終値と検索日の終値を比較し、２０％以上、
上昇している銘柄を探しなさい。」という内容です。

１０日前

２０％以上、上昇

検索日とさかのぼった日の終値同士を比較、※期間内の株価は無視する。



- 2 -

10 日さかのぼる

10 日さかのぼる

10 日さかのぼる

検索日

検索日

検索日

両端比較

高値・安値比較

検索日と高値、または安値比較
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例．

10/8が検索日 対象は貸借銘柄の場合

手順
① ６１．検索追従銘柄選択から「貸借銘柄」を選択
↓
② ９．期間指定変化率、検索日は10/8。設定は前ページと同じ
↓
③ ８０．検索結果

１４銘柄合格してきました。

これら合格銘柄は、全て２０％以上アップした銘柄ですが、具体的にそれぞれ何％上昇
したのかは、この検索結果の画面では分かりません。

どこで、その具体的な数値が分かるのかというと、２つあります。

１つ目は、絞り込み検索をすると全てではないですが、数値が入ったファイルが自動的
に作成されます。

そのファイルはどこにあるのかというと、データフォルダである[C:\WinJPDta]の中、
ファイル名は、今回であれば、[9.期間指定変化率.csv]です。
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「エクスプローラー」からみるとこうなります。

EXCELから開くとこうなります。

ここに数値が入っています。
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もう１つの方法は、相場欄を使います。

手順
① ７８．相場欄計算

値幅比較周期を、先の検索と同じ「１０」とします。

検索日は、10/8です。
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「実行」をクリックし、計算させます。

画面が消えたら計算は終わりましたので、続けて

② ７９．相場欄表示

「日足」→「読込」をクリックします。

ここが今回知りたい変化率です。

ここで表示されている内容もファイルで保存されています。

先と同じでデータフォルダである[C:\WinJPDta]の中、ファイル名は[SOUBADay.csv]
です。

保存されるファイル名は、それぞれ下記のようになります。

日足の場合・・・SOUBADay.csv

週足の場合・・・SOUBAWek.csv

月足の場合・・・SOUBAMon.csv

※小文字、大文字は関係ありません。


